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ち
ぎ
り
絵
サ
ー
ク
ル
は
、
紙
画
研
究

会
代
表
の
斎
藤
世
津
子
先
生
を
講
師
に
、

昭
和
五
十
七
年
中
央
公
民
館
が
完
成
し

た
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
三
年
後
、
第

一
回
サ
ー
ク
ル
展
を
、
桑
名
市
博
物
館

で
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
、
そ
の
後
、

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
化

協
会
美
術
部
門
展
、
中
央
公
民
館
文
化

祭
に
も
毎
年
出
品
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
、
二
十
回
記
念
展
と
い
う
こ
と
で
、

文
化
協
会
よ
り
助
成
金
が
頂
け
る
こ
と

に
な
り
、
桑
名
メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ヴ
で
、

十
月
二
十
日
か
ら
二
十
五
日
(
二
十
四

日
は
休
館
)
ま
で
開
催
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

現
在
三
十
八
名
の
会
員
で
す
。
最
年

長
九
十
二
才
の
方
を
始
め
、
八
十
代
、

七
十
代
と
高
齢
の
方
も
多
い
の
で
す
が
、

年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
若
さ
と
活
躍
ぶ

り
に
は
頭
が
下
が
る
思
い
で
一
杯
で
す
。

今
回
は
、
特
に
二
十
回
展
と
い
う
こ

と
で
、
会
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、

日
々
作
品
の
創
作
に
意
欲
を
燃
や
し
て

い
ま
す
。
「
生
涯
現
役
」
で
頑
張
っ
て

栄れを御辛し頂御方多 らい
でば頂批口てき来々数是れま
す;光け評の、ま場にの非ます

す
よ盤

品雪
つ十

て固
い記
写A，与

す:22
が
終
え

全
日
本
写
真
連
盟
桑
名
支
部
は
昭
和

三
十
一
年
十
月
一
日
、
立
坂
神
社
で
発

会
式
を
行
い
、
最
年
長
は
四
十
才
過
さ
、

若
く
は
二
十
才
前
後
が
幾
人
か
い
た
、

若
さ
あ
ふ
れ
る
ス
タ
ー
ト
で
し
た

。

月
例
写
真
研
究
会
は
、
会
場
を
魚
屋

さ
ん
の

二
階
で
始
め
、
新
聞
販
売
店
、

地
区
集
会
所
、
神
社
社
務
所
、
中
央
公

民
館
と
替
わ
り
ま
し
た
が
、
五
十
年
間

一
度
も
休
む
こ
と
な
く
続
け
て
い
ま
す
。

会
員
の
活
動
を
知
ら
せ
る
会
報
も
毎

月
発
行
し
、
今
年
の
七
月
号
は

「六
百
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一
品
噌

持
桑
名
市
文
化
協
会
ロ
コ
マlク
募
集
に
ご
応
募
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
地

向
い
ま
し
た
。
五
月
の
総
会
で
選
考
会
を
行
い
、
応
募
総
数
六
十
五
点
の
中
か
ら
最
創

平
優
秀
賞
一
点
、
優
秀
賞
五
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
現
在
、
理
事
会
に
て
ロ
ゴ
マ
l

例

制
ク
使
用
規
定
を
検
討
中
で
す
。
悦

一
待毎
【
最
優
秀
賞
】
兵
庫
県
神
戸
市
杜
多
利
香
さ
ん
悦

司
令
一

禍
換
機
欝
v

桧
【
優
秀
賞
】
東
京
都
町
田
市
彦
根
正
さ
ん
純

一
盤
罷
欝

諜
三
重
県
柔
名
市
谷
古
正
樹
さ
ん
時

一
向
調
麟
鱗
鱗
判
ミ文
和
三
重
県
四
日
市
市
矢
島
正
浩
さ
ん
似

一
得

議
議
匂
民
吋
市
優

一
昨
i
恥
み
相
、名
最
千
葉
県
相
市
佐
藤
秀
人
さ
ん
謝

申
i
i
g

議
官

桑
三
重
県
四
日
市
市
森
次
男
さ
ん
制
一

s
g
5
3
3
g
3
3
3
g
g

ま
3
3
3

時

号
目
の
支
部
報
」
と
な
り
ま
し
た
。

支
部
写
真
展
で
は
、
桑
名
を
題
材
に

し
た
写
真
展
を
続
け
、
創
立
五
十
周
年

記
念
写
真
展
を
九
月
二
十
一
日
か
ら
九

月

二
十
四
日
ま
で
、
く
わ
な
メ
デ
ィ
ア

ラ
イ
ヴ
で
行
い
ま
す
。

今
回
の
作
品
も
桑
名
を
被
写
体
に
、

撮
影
か
ら
プ
リ
ン
ト
ま
で
会
員
の
一
致

協
力
に
よ
る
成
果
で
あ
り
、
桑
名
支
部

の
発
展
の
為
に
も
、
決
し
て
絶
や
し
て

は
な
ら
な
い
良
き
伝
統
で
す
。



桑
名
え
え
と
こ
再
発
見

j
城
東
地
区
赤
須
賀
j

赤
須
賀
は
桑
名
市
東
部
の
揖
斐
川
沿

い
に
あ
る
漁
業
の
町
で
、
中
央
部
に
小

さ
な
船
溜
ま
り
の
漁
港
が
あ
る
だ
け
な

の
で
、
揖
斐
川
右
岸
に
ぎ
っ
し
り
と
漁

船
が
繋
留
さ
れ
、
正
月
に
色
鮮
や
か
な

大
漁
旗
が
掲
げ
ら
れ
る
光
景
は
広
報
紙

な
ど
で
し
ば
し
ば
紹
介
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
室
町
時
代
に
三
河
国
市
場
村
(
現

在
の
愛
知
県
幸
田
町
)
か
ら
渡
来
し
た

士
族
が
、
現
在
の
元
赤
須
賀
の
地
に
住

ん
で
漁
業
を
営
ん
だ
の
が
始
ま
り
で
、

江
戸
時
代
に
な
っ
て
桑
名
城
整
備
で
赤

須
賀
新
田
が
開
発
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の

後
の
街
区
は
二
転
三
転
し
ま
し
た
が
、

猟
師
町
赤
須
賀
、
俗
に
城
東
と
呼
ば
れ

て
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
貝
類
を
採
取
す
る
漁
業
が

主
体
で
す
が
、
以
前
は
冬
季
に
は
多
く

の
漁
家
で
海
苔
養
殖
が
行
わ
れ
た
り
、

大
正
時
代
に
は
伊
勢
湾
漁
業
の
花
形
と

う
た
廿
あ
み

呼
ば
れ
た
打
瀬
網
漁
船
が
活
躍
す
る
な

ど
多
く
の
漁
法
が
営
ま
れ
ま
し
た
。
北

社
会
文
化
部
門

大
河
内
浩(個

人
会
員
)

端
に
赤
須
賀
神
明
社
が
あ
り
、
毎
年
八

月
に
は
桑
名
春
日
神
社
と
並
ん
で
石
取

祭
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
有
名
で
す

。

近
年
防
災
に
つ
い
て
の
意
識
が
高
ま

る
中
、
堤
防
の
補
強
工
事
と
と
も
に
、

公
民
館
・
漁
業
組
合
・
物
産
販
売
所
な

ど
の
複
合
施
設
(
仮
称
漁
業
体
験
学

習
館
)
の
計
画
も
進
め
ら
れ
て
お
り

、

こ
の
地
区
の
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
リ
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

平
成
叩
年
度
新
入
会
員

O
大
竹

由
夏(

音
楽
・
フ
ル
ー
ト
奏
者
)

O
琴
き
ら
ら代

表
堀

一-一天主主コ忙

桑
名
市
文
化
協
会
は
、
広
く
市
民
の
文

化
活
動
な
ら
び
に
文
化
事
業
の
振
興
と
連

帯
感
の
育
成
を
図
り
、
も
っ
て
市
民
の
豊

か
な
文
化
の
創
造
と
発
展
な
ら
び
に
豊
か

な
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
活
動
し
て
お
り
ま
す

。

港

こ
の
目
的
に
賛
同
し
、
桑
名
市
文
化
協

会
に
入
会
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

個
人
会
員
も
大
歓
迎
で
す
。

桑
名
市
文
化
協
会
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
l

ジ
に
活
動
団
体
や
文
化
協
会
規
約

等
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

(
宮
円
台\
\
σ
E
H
W
ヨ
)
古
}
宅
山
口
白
・
〕
勺
\
)

賀須赤

入
会
す
る
に
は
、
事
務
局
(
教
育
委
員

会
文
化
課
内
)
に
あ
る
入
会
申
込

書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

理
事
会
の
承
認
を
得
て
入
会
と
な
り
ま
す
。

( 6 ) 

編
集
後
記

意義

梅
雨
明
け
も
例
年
よ
り
遅
く
じ
め
じ
め

し
た
中
で
の
編
集
会
議
、
新
し
い
委
員
も

加
わ
り
、
ま
ず
始
め
に
事
務
局
よ
り
文
協

ホ
l

ム
ぺ
l

ジ
に
つ
い
て
説
明
を
聞
き
ま

し
た
。

続
い
て
初
号
発
行
に
向
け
て
掲
載

内
容
を
検
討
し
、
今
秋
の
市
民
芸
術
文
化

祭
で
の
部
門
紹
介
及
び
各
部
の
活
動
成
果
、

内
容
等
、
盛
り
沢
山
に
な
る
よ
う
努
力
し

ま
し
た
。

一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、
水
と
緑
と
歴
史
が
育
む
新

し
い
桑
名
の
芸
術
文
化
が
大
い
に
広
が
っ

て
い
く
こ
と
を

一
同
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

(
谷
口
)
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